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|パスコ、朝日航羊|
パ
ス
コ
と
朝
日
航
洋
(
東
京
都
江
東

区
、
立
野
良
太
郎
社
長
)
は
、
モ
ー
ビ

ル
・
マ
ッ
ピ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム

(
M
M

S
)
を
使
っ
て
取
得
し
た
高
速
道
路
の

3
次
元
空
間
情
報
を
公
共
機
関
や
民
間

企
業
に
提
供
す
る
新
事
業
を
開
始
す

る
。
既
に
東
日
本
な
ど
四
つ
の
高
速
道

路
会
社
が
管
理
す
る
9
0
0
o
Jを
超

す
道
路
の
デ
l
タ
収
集
を
完
了
。

7
日

か
ら
前
方
2
方
向
、

3
次
元
レ
ー
ザ
ー

点
群
、
全
周
囲
と
い
う
3
種
類
の
デ
ー

タ
の
販
売
を
開
始
す
る
。

世動で・補路
代運き資修イ販
技転る産計ン売
術やほの画フず
に運か維のラる
も転、持立のデ
応支白管案状!
用援動理な況タ
でな車にど把は
きどの活施握
る次自用設、道

提 D 空元活 と
MMSで収集・処理し子高速 竪 S間 計 用 両 見

ー 削)デ担.IJ し社込
ジヤンクションの点群画像 か事 l分たはん

約速社連社の中 た開て空いら業タ野高 3 で
99道が絡と各日既。を外聞た共でサな速月い
%路管高、高本に 検販情高同業!ど道、る
にの理速本速、東 討事報速で務ピ、路 M
当うす道州道西日 し業に道進提ス多の M
たちる路四路日本 てのつ 路 め 携 ( 次 3 S 
る、高会国会本、 い展い の て OM元次を

9
1
9
0
Jで
3
次
元
点
群

情
報
と
全
周
囲
画
像
を
デ
ー

タ
化
。

7
日
か
ら
外
部
に
向

け
た
高
速
道
路
3
次
元
ア
ー

カ
イ
ブ
デ
!
タ
と
し
て
販
売

す
る
。提

供
可
能
な
デ
ー
タ
は
M

M
S
で
撮
影
し
た
前
方
2
方

向
の
画
像
デ
l
タ

(
5
0
0

万
画
素
)
、

3
次
元
レ
!
ザ

3.毎日
6.中日
9.伊勢
12.日刊工業
15.日本海事

2.朝日
6.岐阜
8.静岡
11建通
14信濃毎日

【建設ICT】

1 .日経
4.読売
7.産経
10.中部経済
13建設通信
⑪建設工業

!
点
群
デ
l
夕
、
天
頂
を
合

む
3
6
0度
の
全
周
囲
画
像

デ
i
タ

(
2
0
0方
面
素
)

の
3
種
類
。
一
二
つ
の
デ
l
タ

を
一
括
す
る
場
合
の
価
格
は

1
キ
ロ
釘
当
た
り
2
万
8
0
0

0
円
で
、
前
方
2
方
向
画
像

と
3
次
元
点
群
デ
!
タ
の
組

み
合
わ
せ
が
同
2
万
円
、
全

周
囲
画
像
デ
!
タ
の
み
が
同

p3 タ)平成26年 11 月 6 日(伊~

ー
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
東
一
・
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
ほ

名
高
速
道
路
の
横
浜
町
田

i
一
か
、
デ
ー
タ
計
測
時
点
の
情

厚
木
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
間
一
報
を
基
に
し
た
補
修
計
画
立

約
日
J
M分
の
3
種
類
の
デ
一
案
、
道
路
空
間
の
危
険
防
止

i
タ
を
購
入
し
た
場
合
の
価
一
対
策
の
検
討
な
ど
道
路
の
維

格
は
必
万
円
に
な
る
。
一
持
管
理
業
務
を
支
援
す
る
デ

デ
ー
タ
の
相
対
精
度
は
平
一
1
l
タ
と
し
て
活
用
で
き
る
。

面
位
置
と
高
さ
で
か
ラ
刀

5
一
民
間
企
業
で
も
損
害
保
険
会

♂
。
絶
対
精
度
で
は
平
面
位
一
社
や
自
動
車
メ
ー
カ
ー
、
カ

置
叩
句
、
高
さ
は
M

拘
ン
。
極
め
一
l
l
ナ
ビ
ゲ
l
シ
ョ
ン
メ
ー
カ

て
精
度
が
高
く
、
レ
ー
ザ
ー
一
ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
へ

点
群
デ
l
タ
情
報
に
画
像
か
一
の
展
開
を
期
待
。
デ
ー
タ
加

ら
抽
出
し
た
色
情
報
を
加
え
一
工
の
要
望
に
は
そ
の
都
度
対

れ
ば
、
仮
想
空
間
の
表
現
力
-
応
し
て
い
く
。

が

向

上

す

る

。

一

販

売

次

年

度

の

売

り

上

げ

高
速
道
路
の
路
面
や
ト
ン
一
目
標
は
3
億
円
。
今
後
も
M

ネ
ル
、
標
識
な
ど
施
設
や
資
一

D
S事
業
の
拡
大
に
向
け
、

産
の
位
置
を
正
確
に
把
握
す
一
連
携
し
て
い
く
考
え
だ
。
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